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2-1  Jpatokal, A glass of airag (fermented mare’s milk), prepared in the plastic barrel in the  
background and served in yurt in Mongolia(CC-BY-SA 4.0). 
2-2  Taylor Weidman/The Vanishing Cultures Project, Mongolian nomads traditionally made  
airag, or fermented mare's milk, in large leather pouches where the liquid would take days 
to ferment(CC-BY-SA 3.0). 






アソシエイトフェロー等を経て 2015 年入所。 
 
注 
1 乳製品を含むモンゴルの食文化については『世界の食文化 3 モンゴル』（小長谷有紀著、農文
協、2005 年）に詳しい。本稿で紹介する乳製品の概略は同書を参考とした。 












写真 2-1（左） グラスに注がれた馬乳酒、後ろには保管用のポリパケツがある。 






写真 3-1（左） ホルホイ・アーロール（「ホルホイ」とは虫の意）。 
虫っぽい形をしているだけで、虫が入っているわけではない。 
写真 3-2（右） 日本で販売されている「犬用」アーロール。 
 
